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鴻
巣
市
駅
前
広
場
条
例
　
（
新
）

市
の
玄
関
と
も
い
え
る
Ｊ
Ｒ
高

崎
線
鴻
巣
駅
、
北
鴻
巣
駅
及
び
吹

上
駅
を
利
用
す
る
市
民
の
安
全
及

び
利
便
を
確
保
す
る
と
共
に
、
駅

前
広
場
の
不
適
切
な
使
用
を
防
止

し
、
ま
た
駅
前
の
交
通
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
に
制
定
す
る
も
の
で

す
。

こ
れ
に
よ
り

○
禁
止
行
為

・
駅
前
広
場
を
損
傷
し
、
又
は
汚

損
す
る
こ
と

・
露
天
商
又
は
行
商
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
行
為
を
す
る
こ
と

・
指
定
さ
れ
た
場
所
以
外
の
所
に

車
両
を
乗
り
入
れ
、
又
は
駐
車

す
る
こ
と

・
そ
の
他
駅
前
広
場
の
通
行
に
支

障
と
な
る
行
為
を
す
る
こ
と
等

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

鴻
巣
駅
東
口
地
区
第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
の
進
捗
に
伴
い
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
道
路
交
通

の
円
滑
化
及
び
市
民
の
利
便
の
増

進
と
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
鴻
巣
駅
東

口
Ａ
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
か

ら
駐
車
場
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

財
産
の
種
類
　
土
地
及
び
建
物

所
在土

地
　
本
町
一
丁
目
二
九
二
四

建
物
　
本
町
一
丁
目
一
番
二
号

取
得
金
額

土
地
　
9
億
6
5
5
0
万
円

建
物
　
1
億
5
9
4
4
万
円

鴻
巣
市
路
上
喫
煙
及
び
空
き
缶
等

の
ポ
イ
捨
て
並
び
に
犬
の
ふ
ん
の

放
置
の
防
止
に
関
す
る
条
例（

新
）

路
上
喫
煙
及
び
空
き
缶
等
の
ポ

イ
捨
て
並
び
に
犬
の
ふ
ん
の
放
置

の
防
止
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
、
市
民

等
事
業
者
及
び
土
地
所
有
者
等
が

協
働
し
て
環
境
美
化
の
促
進
を
図

り
、
も
っ
て
快
適
な
環
境
を
確
保

し
、
安
心
、
安
全
で
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、

新
た
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り

○
路
上
喫
煙
（
公
共
の
場
所
に
お

い
て
、
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
及

び
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
を
持
つ

こ
と
）
の
防
止

○
ポ
イ
捨
て
（
空
き
缶
・
空
き
瓶

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
そ
の
他
の

飲
食
物
等
に
用
い
ら
れ
た
容
器

・
た
ば
こ
の
吸
殻
・
紙
く
ず
容

器
包
装
類
等
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
を
、
定
め
ら
れ
た

場
所
以
外
に
捨
て
る
こ
と
）
の

禁
止

○
犬
の
ふ
ん
の
放
置
の
禁
止

（
飼
い
主
等
は
公
共
の
場
所
及

び
他
人
が
所
有
し
、
占
有
し
、

ま
た
は
管
理
す
る
土
地
・
建
物

等
に
そ
の
飼
い
犬
の
ふ
ん
を
放

置
せ
ず
こ
れ
を
持
ち
帰
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
）
等
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
議
案

な
議
案
の
内
容
内
容�

主
な
議
案
の
内
容�

委
員
会
審
査
の
内
容�

9月定例会9月定例会
鴻巣駅鴻巣駅東口駅前広場東口駅前広場�鴻巣駅東口駅前広場�

主
な
議
案
の
内
容�

委
員
会
審
査
の
内
容�

条
　
例
　
等

本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
案
、
平
成
19
年

度
補
正
予
算
案
、
平
成
18
年
度
決
算
認
定
な
ど
33
件
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
認

定
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
４
日
間
に
わ
た
り
22
人
の
議
員
が
市

政
全
般
に
つ
い
て
活
発
な
論
議
を
展
開
し
ま
し
た
。
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一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

で
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
8
億
9

6
3
9
万
4
0
0
0
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
3
3
2

億
5
0
6
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
、
歳
入
で
は

普
通
交
付
税
の
本
年
度
の
交
付
額

1
億
1
2
6
0
万
3
0
0
0
円
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
準
備

費
事
業
費
補
助
金
6
8
5
万
5
0

0
0
円
、
地
域
介
護
、
福
祉
空
間

推
進
交
付
金
3
0
0
万
円
、
生
活

保
護
費
か
ら
の
人
工
透
析
移
行
分

と
し
て
の
障
害
者
自
立
支
援
給
付

費
県
負
担
金
1
0
7
5
万
円
、
地

図
情
報
シ
ス
テ
ム
等
農
業
費
7
6

8
万
円
な
ど
と
、
前
年
度
決
算
額

の
確
定
に
伴
う
繰
越
金
7
億
9
0

3
2
万
円
の
追
加
補
正
で
す
。

歳
出
で
は
、
鴻
巣
駅
前
広
場
や

三
谷
橋
大
間
線
に
係
る
用
地
補
償

費
、
公
園
遊
具
等
修
繕
費
な
ど
2

億
4
5
8
5
万
円
、
本
庁
舎
の
施

設
修
繕
料
や
ふ
る
さ
と
館
ひ
ま
わ

り
荘
の
管
理
委
託
料
、
今
後
の
財

政
運
営
を
考
慮
し
財
政
調
整
基
金

へ
の
積
立
金
を
2
億
2
0
0
0
万

円
追
加
す
る
な
ど
、
総
務
費
2
億

5
0
3
4
万
円
の
追
加
補
正
な
ど

で
す
。

そ
の
他
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
の
補
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

18
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
3
1
5
億
8
6
5
8
万

円
で
、
前
年
度
比
較
す
る
と
38
億

9
1
5
0
万
円
、
14
・
1
パ
ー
セ

ン
ト
の
大
幅
な
増
加
と
な
り
、
歳

出
総
額
は
、
3
0
0
億
9
6
1
6

万
円
と
な
り
、37
億
8
2
6
万
円
、

14
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総

額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
、

14
億
9
0
4
2
万
円
、
さ
ら
に
こ

の
金
額
か
ら
繰
越
明
許
費
繰
越
額

1
億
4
8
6
3
万
円
と
事
故
繰
越

繰
越
額
1
4
5
万
円
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
で
は
、
13
億
4
0
3

2
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
財
政

運
営
に
お
い
て
は
、
歳
入
に
お
い

て
、
市
税
徴
収
体
制
の
強
化
、
国
、

県
支
出
金
、
合
併
特
例
債
、
基
金

を
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
財
源
の

確
保
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
歳

出
に
お
い
て
は
、
一
般
行
政
経
費

等
徹
底
し
た
節
減
を
行
な
い
な
が

ら
、財
源
の
重
点
的
配
分
を
図
り
、

積
極
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
し

た
。そ

の
他
、
特
別
会
計
で
は
、
国

民
健
康
保
険
事
業
、
公
共
下
水
道

事
業
な
ど
の
決
算
認
定
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

合
併
特
例
債
推
進
型
予
算
の
下

で
、
15
億
円
の
血
税
が
駅
東
口
整

備
事
業
や
三
谷
橋
大
間
線
に
投
下

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
市
民
に
は

超
緊
縮
予
算
が
強
い
ら
れ
、
貧
困

と
格
差
を
拡
げ
る
「
構
造
改
革
」

が
そ
の
ま
ま
市
政
に
反
映
し
た
決

算
で
す
。
市
税
が
前
年
比
3
パ
ー

セ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
増
税
と

住
民
税
が
増
え
、
フ
リ
ー
タ
ー
課

税
や
高
齢
者
の
非
課
税
限
度
額
廃

止
な
ど
で
徴
収
が
増
え
た
結
果
で

す
。
差
押
さ
え
が
98
件
。
過
酷
な

取
り
た
て
の
一
方
6
6
0
万
円
を

超
え
る
同
和
減
免
は
格
差
解
消
の

今
日
廃
止
す
べ
き
で
す
。

市
の
借
入
金
は
、
合
計
6
0
4

億
円
内
一
般
会
計
3
0
8
億
円
、

公
共
下
水
道
事
業
等
2
7
7
億
円
、

一
部
事
務
組
合
19
億
円
で
す
。

大
変
厳
し
い
状
況
に
お
い
て
新

市
建
設
計
画
な
ど
を
実
施
し
、
合

併
後
の
将
来
都
市
像
実
現
の
た
め

多
く
の
行
政
課
題
に
積
極
的
に
取

組
み
、
経
常
経
費
の
徹
底
的
な
見

直
し
に
よ
り
物
件
費
の
削
減
を
図

り
ま
し
た
。
特
別
職
を
含
む
職
員

給
与
の
削
減
な
ど
歳
出
全
般
に
わ

た
っ
て
見
直
し
を
し
、
重
要
事
業

へ
の
選
択
と
集
中
な
ど
本
市
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
や
市
民
の
皆

様
か
ら
の
意
見
要
望
に
応
え
た
各

種
事
業
の
実
施
は
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
費

用
対
効
果
の
高
い
事
業
へ
の
資
源

配
分
や
効
率
的
な
結
果
重
視
の
行

政
運
営
を
今
ま
で
以
上
に
取
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
椛
田
千
代

子
さ
ん
（
新
任
）
の
任
命
に
つ
い

て
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
松
村
齊
さ

ん
（
再
任
）、柿
沼
こ
ず
え
さ
ん
（
新

任
）、
飯
山
信
次
さ
ん
（
新
任
）

の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

3

賛
成
討
論�

反
対
討
論�

主
な
議
案
の
内
容�

委
員
会
審
査
の
内
容�

平
成
19
年
度
補
正
予
算

主
な
議
案
の
内
容�

委
員
会
審
査
の
内
容�

平
成
18
年
度
決
算

主
な
議
案
の
内
容�

委
員
会
審
査
の
内
容�

人
　
　
　
事
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